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Synopsis   

Afaunalsurveyofarborealoribatidmitesinthetree－CrOWnOfJapanese Red Ce－  
dar（Cryptomeriajaponica）plantation was achievedin Sanbe ExperimentalForest  

ofShimaneUniversity，WesternJapan・Nineteenspecies of oribatid mites were col－  

1ectedfromtwlgSandleavesof2cedartreesuslngthetwlgWaShingmethod・Thear－  
borealfauna was dominated by TrimalacoTWthrus cf・hakonensis，Ommatocqpheus  

clauatus］qPOnicus，Hemileiussp．，Or≠podasp・andTruncQPeS mOderatus，and there  

wereonlya few species foundin common with soilsamples of the cedar planta－  

tion．Thema］OrityofthearborealfaunawasoccupiedbyspeciesbelonglngtO SuPe－  

riortaxonomic group，Poronota，and almost allof species had short and clavate  

sensillus．These characteristics agreed with the faunalcharacteristics of arboreal  
oribatid mites reportedin the past・However，dominance of Trimalaconothrus cf・  

hahonensisbelonglngtOtheinferiorgroupwascharacteristic，andmightbethephe－  

nomenon which has not・been reported．  

樹や常緑針葉樹の自然林において燻煙法により樹上の  

動物相調査がなされ，トビムシとともに多くのササラ  

ダニが生息していることがあきらかにされた（森川ら，  

1970）。またHijii（1984，1986，1989）はスギやヒノ  

キの造林地で燻煙法を用いて樹上性節足動物の群集構  

造を調査し，ササラダニとトビムシが優占することを  

述べている。このように，日本の森林における樹上性  

の節足動物のなかでは，ササラダニが比較的個体数の  

多いグループを占めていることがわかる（渡辺，1995）。  

はじめに  

ササラダニは多くの自然土壌で優占的な土壌動物で  

あり，日本では約580種が記録されている。主に土壌  

有機物や微生物を摂食し，土壌での物質循環において  

大きな役割を果たしている。ササラダニのほとんどは  

土壌に生息しているが，樹上にも多くの種が生息して  

いることが知られている。日本では国際生物学事業計  

画（IBP）の調査の一環として，国内各地の落葉広葉  
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最近，WalterとBehan－Pelletier（1993）はオース  

トラリアの熱帯雨林で樹葉の上に生息する樹上性ササ  

ラダニが葉面の糸状菌を摂食することを報告した。サ  

サラダニやトビムシによる微生物の摂食は微生物の活  

性を大きく変化させるので（金子，1994；金子・隈本，  

1998；Kaneko et al．，1998），土壌における微生物  

との相互作用とともに，樹木一徹生物一菌食者の関係  

として注意する必要があるだろう。   

スギは日本でもっとも広く植栽されてきた造林樹種  

であり，現在ではその面積は400万ヘクタールを超え  

ている。おそらく日本でもっとも面積の広いモノカル  

チャーであろう。スギは常緑で，主に秋から冬にかけ  

て落葉する。針葉は枝に付着したまま枯死し，枝とと  

もに落下する。しばしば枯死枝葉が樹冠に長期間付着  

するので，その現存量は年間りターフオール量を上回  

る（金子ら，1998）。したがって，樹上性のササラダ  

ニは生薬上の糸状菌を利用するはかに，比較的多量に  

存在する枯死葉と枯死葉上の糸状菌を利用しているこ  

とが予測される。   

調査地とした島根大学生物資源科学部附属三瓶演習  

林のスギ人工林ではこれまでに，林床におけるササラ  

ダニの群集構造（金子ら，1990a），ササラダニの一  

種であるヨロイイレコダニの生活史と落葉分解との関  

係（金子ら，1990b），そしてりターフオールの年変  

動（金子ら，1998）が明らかにされている。本研究で  

は枝洗浄法で得られたササラダニ相を，土壌で得られ  

たササラダニ相と比較し，その特徴を示した。なお，  
燻煙法でスギ人工林でのササラダニ種類相が調査され  

たことはなく，本研究がスギ樹冠でのササラダニ相調  

査の第1報である。  

のついている枝を10本ずつ採取した。枝の太さは約2  

cmで，先端からの長さは50cmであった。現地で，針葉  

の着いている枝の部分と，針葉のついていない部分の  

枝に切り分け，前者を葉，後者を枝として洗浄した。  

スギは針葉が枝と区別しにくく，落葉後も枝に付着し  

ているので（金子ら1998），針葉が多数付着している  

枝先端部の枝葉を葉とした。彙，枝を別々にそれぞれ  

二つの20L容のバケツに入れ，水道水を注いだ。水道  

水に約5gの水酸化ナトリウムを溶かし，摸拝した後  

24時間放置した。枝同士をこすりあわせるなどして激  

しく洗浄し，その後に残った浮遊物と沈殿物を20〝m  

のステンレスの節で嬉しとった。これらははとんど樹  

皮や樹皮の問にたまった有機物などであり，80％アル  

コール中に保存し，実体顕微鏡下で残樺中のササラダ  

ニをキャピラリーピペットを用いて拾い集めた。集め  

たササラダニはプレパラートに封入して，光学顕微鏡  

を用いて種名を同定した。   

調査地における土壌中のササラダニ相はすでに報告  

した（金子ら1990a）ので，洗浄法で採取できた樹上  

性ササラダニ種と種構成を比較した。  

結果および考察  

葉の試料から9種146個体，枝の試料からは17種339  

個体，合計で19種485個体が得．られた（表1）。ほとん  

どの種は樹上からのみ得られ，土壌試料との共通種は 専  

少なかった。多くの個体数が得られたもののうち，メ  

ダマダニ07乃mαわC印九e弘S CgαUα£比Sノ叩071Zc弘Sや  

オニダニCαmZsgαぶegJlよふ ヤマシタスッポンダニ  

5cαp九ere7乃αe㍑SγαmαSんたαZ，およびミナミホオカ  

ムリダニrr乙↓花COpeS mOderα孟比Sは，今回の他にも  

様々な樹種の樹上から多く得られており（例えば，  

Aoki，1970，1974；Ito，1986；栗本，1978；山本，  

1983など），樹上では普通に見られる種である。また，  

エリカドコイタグニ属の一種ガem∠ge£㍑S Spり マブ  

カグニ属の一種Orな）OdαSp．は種名こそ確定して  

いないが，神奈川県内において，前種はテーダマッ  

クよ花弘Sねedαの樹冠から，後種はスダジイ，ヒノキ，  

コナラ等の樹冠から多数得られており（一澤，未発表），  

これらも樹上中心の生活をしているものと思われる。   

一方，今回樹上と土壌の両方から得られたものとし  

てアラメイレコダニA≠rqpαCαr乙↓S SfrZc乙血s ヨロ  

イイレコダニガqpJqp如んよrαCαr乙∠S／0ぴeOJα£比S，お  

よ び ホ ソ フリ ソ デ ダ ニ  Proよ0ゐαJ比mmα  

pαrUZseわger王Jmが挙げられる。また，土壌試料で  

Or≠podαSpリア「乙↓花COpeSSp．としていたもの（金   

調査地と調査方法  

調査は島根県中部の島根大学生物資源科学部附属三  

瓶演習林で行った。調査地は三瓶山の北麓の，1964年  

に植栽された23林班ぬ小班スギ人工林である。調査地  

の標高は約400m，北西向きの斜面（傾斜200）で土壌  

は適潤性黒色土偏乾亜型（Bl。（d））である。   

植栽時の密度については正確な記録がないので不明  

であるが，立木の間隔から約3，000本ha【1の密度で植  

栽されたものと考えられる。その後，時期は不明であ  

るが，約3．9mの高さまで枯れ枝打ちが行われた後は，  

特に間伐などの保育作業は一切行われておらず，3，9  

mより上部の幹には樹冠の下まで枯れた枝葉が多量に  

付着していた。  

1997年9月18日に，調査地内の2本のスギより生葉  
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表1スギ樹冠より得られたササラダニ類  

TablelArborealoribatid mites collected from tree crown ofJapanese Red Cedar  
（Cr）pfoJ乃erよαノ叩071Zcα）  

種名  Species  葉 枝  

接門類（Macropylina）   

ヨロイイレコダニ   

アラメイレコダニ   

オオコナダニモドキ属の一種   

モンツキダニ属の一種   

オニダニ  

無巽類（Gymnonota）   

メダマダニ   

ヤマシタスッポンダニ   

マドダニ属の一種  

有翼類（Poronota）   

エリカドコイタグニ属の一種   

コプツメェリグニ   

マブカグニ属の一種   

ミナミホオカムリダニ   

マブカグニ科の一種   

コバネダニ属の一種   

エンマダニ   

ケバマルコソデダニ   

ホソフリソデダニ   

チビゲフリソデダニ属の一種   

チビゲフリソデダニ属の一種   
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72  38  110  

146 339   485  合計  Total  

林床の試料から得られたものと比べると，樹冠のサ  

サラダニ相は種数が少なく，特に下等なグループであ  

る接門類（Macropylina）がわずかしか得られてい  

ない。これはAoki（1971）が述べているように，樹  

上のササラダニ相の一般的な特徴の一つである。樹上  

では土壌に比べ，より厳しい乾燥状態にさらされるこ  

とが多い。多くの土壌動物と同様に，ササラダニは乾  

燥にあまり強くないが，中でも接門類に属する種の多  

くは厚いクチクラを持たず，より乾燥に弱いため，樹  

上ではなかなか生息できないのであろう。実際，今回  

スギの樹冠から得られたササラダニ相を見ても，半数  

以上の種が高等な有翼類（Poronota）に属していた。   

一方，得られた接門類のうち，オオコナダニモドキ  

属rrZmαgαCO710亡ん「比Sの一種（図1）が多数得ら  

れ，優占種の一角をなしていたことは興味深い。本属   

子ら，1990a）は，今回樹冠から得られたマブカグニ  

属の一種およびミナミホオカムリダニと同種であった。  

それらのうちアラメイレコダニとヨロイイレコダニは  

ともに土壌から多く得られ，樹上からはわずかであっ  

た。これら2種は球体団（Eoptyctima）に属し，ア  

ルマジロのように体を丸めることができ，また体表に  

ゴルフボールのような凹凸を持つ点で形態的に頼似し  

ている。ともに針葉樹林の土壌に特徴的な種と言われ，  

特に後種はスギ落葉の針葉内に穿孔し，内部を摂食し  

ながら成長するという生活史を持つ（金子ら，1990a，  

b）。これらのダニが樹上でどのような生活をしてい  

るのかは明らかにされていないが，林床と同じように  

針葉内に穿孔しているようなことがあれば，スギの落  

葉分解様式を説明する上でも重要な知見を与えるだろ  

う。  
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られるものを樹上型（arborealspecies），土壌から  

のみ得られるものを土壌型（soilspecies），両方か  

ら得られるものをさまよい型（wandering species）  

とした。そして土壌型の種は様々な形態の胴感毛を持  

つのに対し，樹上型の種の胴感毛は，はとんどが短い，  

先の膨らんだ梶棒状であることを示した。また，さま  

よい型はそれぞれの中間的な形態を示すとした。その  

因果関係については不明だが，ササラダニの中ではそ  

の分類学的位置に関係なく，共通してみられる現象で  

ある。今回スギの樹冠より得られた19種のうち，アラ  

メイレコダニ，ヨロイイレコダニ，オオコナダニモド  

キ属の一種，マドダニ属の一種5比CねわeJわeggαSp．  

を除く15種がそのような梶棒状の胴感毛を備えていた。   

栗本（1978）はクロマツの，Ito（1986）はコメツ  

ガの樹上から，各種のマイクロハビタットごとにササ  

ラダニ相を調査し，それぞれのハビタットでササラダ  

ニの優占種が異なることを明らかにした。今回スギの  

葉と枝とを分けて採集を行ったところ，やはり優占種  

に相違が見られ，葉の試料ではエリカドコイタグニ属  

の一種，マプカグニ属の一種が優占し，枝の試料では  

ミナミホオカムリダニ，メダマダニ，オオコナダニモ  

ドキ属の一種，マブカグニ属の一種が優占した。また，  

葉では幼若虫が全個体数の半数近くを占めたが，枝で  

は1割程度にとどまった。もちろん，今回は定量的な  

調査ではなく，試料数も少ないため厳密な比較にはな  

らないが，この結果はマイクロハビタットによるササ  

ラダニ相の違いを示唆するものと考える。今後は，ハ  

ビタットごとの餌資源や微環境の違いに注意しつつ調  

査を進めていくことも必要であろう。  

図1 スギ樹冠より多く得られたオオコナダニモドキ  

属の一種  

Fig．1TrimalacoTtOthrus cf．hahonensis，One  

Of the dominant species collected from  
tree－CrOWn OfJapanese Red Cedar（  

Crッpわmer∠αノ叩071云cα）  

の分類の専門家である，和歌山県立盲学校の山本佳範  

教諭に同定願ったところ，本種は箱根の森林の林床り  

クーから発見・記載されたホソコナダニモドキ r．  

んαゐ0花e花SZsによく似ているが，未確定であるとの  

教示を賜った。本属の種も厚いクチクラを持たず，一  

見，かなり乾燥に弱そうに思える。本属の種が樹上で  

優占していたという報告はこれまでなく，近縁のコナ  

ダニモドキ属〟αJαCO710亡ん「弘Sの種が少数，樹皮上  

のコケから得られている程度である（Ito，1986；山  

本，1982）。スギの枝葉上には湿度を保ってくれるよ  

うなコケもないので，本種がどのように樹上環境に進  

出してきたのかということは，注目に値する。またこ  

のような種について調査・研究を進めることで，ササ  

ラダニの樹上への適応様式をより深く理解することが  

できるのではないだろうか。   

樹上性のササラダニ相のもう一つの特徴として，胴  

感毛（sensillus）における形態上の類似性があげら  

れる。Aoki（1971）はササラダニ類を樹上生活との  

関係から三つの型に分類し，はとんど樹上からのみ得  

おわりに  

枝洗浄法によって，スギの樹冠からササラダニを採  

集した。この方法では，激しく洗浄することによって，  

樹皮のすきまなどに潜り込んでいる個体など，煉煙法  

では採集しにくい個体も採集することができる。   

スギの樹冠から得られたササラダニ相の大まかな特  

徴としては，高等なササラダニが多数を占めること，  

梶棒状の胴感毛を持つ種が多いことなど，これまでに  

報告されている樹上性ササラダニ相の特徴と同様であっ  

た。   

一方で，乾燥に弱いと思われるオオコナダニモドキ  

属の一種が優占していたのが特徴的である。本属の種  

が樹上で優占していたという例はおそらくこれが初め  

てで，もしかしたらスギ樹上に特有のものかもしれな  

い。しかしまだわずかな試料しか得られていないので，   
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石鎚山地域の動物相調査報告－Ⅷ．陸上生態系にお   

ける動物群集の調査と自然保護の研究．昭和44年度   
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Systematics and ecology of Adhaesozetes   

polyphyllos sp．nov．（Acari：Oribatida：   

Licneremaeoidea），aleaf－inhabiting mite   

from Australian rainforests．Can．］．Zool．，   
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渡辺弘之，1995．樹上節足動物の組成と樹上・地表の   

往復．rro如cs，4：327－336．  

山本佳範，1982．成見川の自然林内樹上環境より出現   

したササラダニ類について．和歌山県自然環境保全   
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詳しい解析は今後の調査を待つこととする。   

冒頭でも述べたように，スギ植林は単一植生で広い  

面積を占め，しかもはぼ全国的に見られるので，様々  

な比較調査に適している。本報告では試料数が少なく，  

事例報告的なものにとどめたが，各地域での調査が進  

めば，いまだ未解明な部分の多い，樹上性節足動物群  

集の生態がより明らかになるとともに，スギ林での落  

葉の分解様式の解明にも重要な貢献を果たすであろう。  

謝 辞  

和歌山県立盲学校の山本佳範教諭には，オオコナダ  

ニモドキ属の同定にご協力いただいた。謹んで感謝の  

意を表する。  

引用文献   

Aoki，］．，1970．DescrlPtlOnS Of oribatid mites   

COllected by smoking of trees withinsectiT   

Cides．Ⅰ．Mt．Ishizuchiand Mt．Odaigahara．   

月五〃．Ⅳαf．5cZ．〟㍑S．rOゐッ0，13：585－602．  

Aoki，］．，1971．Soilmites（oribatids）climb－  

ing trees．Proc．3rdInt．Congr．Acarology，   

Prαg比e：59－64．  

Aoki，］．，1974．DescrlPtions of oribatid mites   

COllected by smoking of trees withinsecti－   

Cides．1I．A new subspecies of the genus   

Ommatocepheus from Mt． Odaigahara．   

月払はⅣα£．5c云．〟弘S．rOゐッ0，17：53－55．  

Hijii，N．，1984．Arborealarthropod faunain   

a forestII．Presumed communlty StruCtureS   

based on biomass and number of arthroT   

POdsin a Chamaecyparis obtusa plantaT   

tion．Jdp．J．gcoJリ34：187－193．  

Hijii，N．，1986．Denslty，biomass，and guild   

StruCture Of arborealarthropods as related   

totheirinhabited tree sizein a Cryptomeria   

ノdpO乃∠cαplantation．且cog．月esリ1：97－118．  

Hijii，N．，1989．Arthropod communitiesin a  

Japanese Cedar（Cryptomeria japonica D．   

Don）plantation：abundance，biomass and   

SOme PrOPerties．Ecol．Res．，4：243－260．  

Ito，M．，1986．An ecologicalsurvey on arboreal   

oribatid mites（Acari：Oribatida）in a   

Subalpine coniferous forest of Shiga－Kogen，   

CentralJapan．Edaphologia，（35）：19－26．  




